
ベニバナ

■ 紳 壽 Ⅲ麟曹鈴木 達彦
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「紅イとJと 書かれるように ベニバナの花

からは赤い色素であるcalthaminがとられ

る。かつては口紅として女性の日元を彩った

が 赤い染料をとるのは大変手間がかかり,

天然の色素としてはとても高価であるので現

在ではあまり用いられない。たねからとれる

ベニバナ油は食品として利用されているの

で 今ではこちらの方が身近であろう。ベニ

バナはキク科の植物で 1つ の花のように見

えるのは小花が集まっている頭状花である

(写真1)。 1つ 1つの花は写真2の ような管

状の花をしている。

生薬としては花の部分を用い.「紅花」と
つう|十●

読まれ その効能は 「通経」作用であるとい

われる。通経 とは分か りづ らい表現である

が 辞書などを引くと 「月経を通じるJと い

う意味だとされており 紅花は婦人薬と考え

られている。しかしながら 漢方の古典籍を

組解くと通経を月経に関する意味にとらえる

のはかなり狭い解釈であるといわざるをえな

い。そもそも通経の 「経Jは  はり 灸の医

学で使われる経脈の意である。

ツボが書かれた人体の図 または模型でッ

ボ同士をつなぐように線が引かれているのを

御覧になったことがあるだろうか。あの線は

経脈を表している。経脈は臓腑や骨髄といっ

た体の深い部位にある精気を末端の組織へと

交流させる通路である。これが薬の理論に応

用される時は 経脈は水や血といった具体的

な体液の通路として考えられることが多い。

したがって 通経とは経脈を薬に応用した理

論を土台としたものであり 本来の意味は薬
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写真 1 をは花の断面

イとが集まっている.

写真? ベニバナの管状 花 管状になった合‐F

イとである.

の働きによって 経脈をスムーズに通行させ

るということである。それゆえに 月経に関

わる経脈以外にもさまざまな経脈を通経させ

る薬物ももちろん存在するわけである。その

中にあって 特に紅花は 「血は心包 (心臓を
しよヽ

とり閉む膜)に 生 じ,肝 に蔵される。また衝
み●( にたみ●(

脈と任tr.に属する。紅花はこれらの経脈に働

くJと 説明される。任脈とは腹部の中心を走

る経脈のことで 衝脈とともに月経に深 く関

わる。

つまり,心 G包 )と 肝の経脈,お よび月

経に影響する任衝脈の,そ れぞれの経脈の通

行を促す というのが紅花の通経の意味であ

ると解される。そのため,紅 花は生理不順や

生理痛に用いられる通導散をはじめ 月経以
t● さ び

外にも酒飯鼻 (鼻の周りの血管が拡張して酒に

酔ったような赤ら顔になる状態)に 用いる葛根

加紅花湯などに用いられている。

通経すなわち月経として理解し 月経血に

効くからその他の循環血の問題にも効くだろ

うと あえて想像力を働かせるのは漢方の薬

物論としては正しい方法ではない。
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